
第３回 福知山鉄道館企画会議  

議事概要 

 

１ 日 時  令和５年３月１日（水）午後６時００分～午後７時３０分 

 

２ 場 所  市民交流プラザふくちやま ３階 視聴覚室 

 

３ 参加者    

委 員 柳井津 佑健 （福知山商工会議所）               

仁木 弥生  （ゆらのガーデン出店者協議会） 

福井 佳代  （福知山観光協会） 

赤井 貴恵  （子育て支援ＮＰＯ法人おひさまと風の子サロン） 

林 あゆみ   (石原ママサークル いいともさ) 

松山 美昭  （西日本鉄道ＯＢ会／福知山ＳＬ保存会） 

井尻 貴幸  （福知山市小学校教育研究会） 

西山 周三   (福知山市産業支援センター ドッコイセ！biz) 

岶尾 はづき  (公募委員) 

宮田 毅   （公募委員） 

友塚 絢人  （公募委員） 

事務局 

（福知山市） 

山中 忠雄  （産業政策部） 

河野 恒州望 （    〃  産業観光課  ） 

伊庭 弥広  （    〃  産業観光課  ） 

 

４ 会議概要 

次  第 内  容 

開会挨拶 柳井津委員長 

１  

前回ふりかえり 

 

(資料に基づき説明) 

２ 

鉄道館体験型コ

ンテンツについ

て 

トレインシミュレーターについて 

(主な意見) 

■福知山ならではの演出として、福知山踊りは欠かせない。車掌アナウンスで

紹介する場合にも、BGMに福知山音頭が流れるといい。また、沿線の広場の

ような場所で福知山踊りを踊っている人がいたり、甲冑隊の方がいる演出も

考えられる。 

■福知山駅のホームに着く際、最後の演出として、特急列車の「こうのとり」

や「丹後の海」、豪華寝台列車「瑞風」などが集まって停車しているとテンシ

ョンが上がるのでは。 



■沿線に広告看板を設置して、企業から広告料をいただくといのも考えられる。 

■複線なので、本来、山陰本線を走行していない列車とすれ違うなどの演出が

あってもいいのでは。 

■四季の変化をつけられるのであれば、冬にラッセル列車とすれ違うなど、働

く列車を見れるといい。 

■デフォルメできるのであれば大江山に鬼がいて、手を振ってくれている演出

や、スイーツのまちでもあるので沿線の建物に「スイーツ店」を入れるなど

もどうか。 

■車掌のアナウンスが福知山弁だといい。 

■車掌のアナウンス・声を誰が担当するのかも重要。お笑い芸人の中川家・礼

二さんにお願いできないか。 

■車掌のアナウンスができる権利をイベントの景品にするのはどうか。友達が

アナウンスをしていると聞いたら行ってみたくなるのでは。定期的にそうし

てアナウンスを更新できる仕様であるといい。 

■四季毎のパターンもあるのであれば、時代が移り変わる演出があってもいい

のでは。戦時の話になるが、石原には飛行場があったので、風景の中に飛行

機が飛んでいるとか。 

 高架前の福知山駅なども走行できると大人も楽しめる。 

■姫髪山が見えるといい。 

■最近のゲームセンターにあるように、自分のプレイ実績を記録しておけるカ

ードなどがあれば、やり込むごとに「運転士ランク」が上がっていくという

仕様があるとリピートも増えるのでは。 

■先日お亡くなりになられたが、松本零士さんは夜久野とご縁があったと聞く。

銀河鉄道 999が空を走っていく演出などどうか。 

 

機関助士体験について 

(主な意見) 

■「大変さを感じる」ことが狙いの一つとあるが、「昔は不便で大変だった」や

「しんどいな」だけで終らないように、「昔の人の努力や工夫が積み重なって、

今がある」という感動や気づき、学びに繋がるようにプレゼンする必要があ

る。 

■石炭のくべ方で変わるというのが面白い。小学校の社会見学などでも体験で

きると、理科への興味や理解に繋がるのでは。 

■スコップの大きさは体験する人によって選べるといい。 

■待っている人も見ていて楽しめるものだといい。 

 

ウォールコンテンツについて 

(主な意見) 



■京都駅から福知山駅間は、概ね田園風景が広がるので、演出により変化があ

るといい。 

■福知山城などのランドマークもデフォルメされて分かりにくいのであれば、

「福知山城」などと掲載すると分かりやすい。 

■他の施設で、ボールを投げてぶつけると花火が上がる体験コンテンツがある

が、子どもに大人気。鉄道館のウォールコンテンツも人気になりそうである。 

■タッチできる高さについて、可能な限り低いところも含めるべき。踏み台な

どは安全面で心配。 

 

３ 開館記念企

画等 

(主な意見) 

■開館当初は、イベントなど打ち出さずとも人は来ると思う。また、開館時の

８月は暑さも懸念。 

■開館時にたくさん人が来て、入場制限なども懸念。近隣にクールスポットが

ないので８月の暑さが心配。 

■１０月は例年、まちなかでもイベントが多い。スタンプラリーの期間を１０

月末まで延ばされる方がいいのでは。 

 ⇒開館日のイベント実施を前提とせず、開館時は式典のみとして、開館記念

事業を９月～１０月に行うなども検討する。 

■スタンプ自体が鉄道に関するイラストであれば、設置箇所は鉄道に関係する 

場所でなくてもいいのではないか。飲食店等に協力をお願いし、設置箇所を 

増やしてはどうか。 

 

４ 次年度の企

画会議について 

⇒年６回開催を予定。新鉄道館の中で、実際に建物の中や展示室を見ていただ

きながら協議いただけるような回も持ちたいと考えている。 

 

 


